
TNFふ
1

一一一下‾　　惟eF咋－ド

○発熱、■′叫

毎乙一ラ降∈之

＼」ノ　睡A曲　解愈

第三脳室

＼　J

＼、一ノ

＼－　　J

）

＼」′ノ

＼＼、－／

′

′

′

′

J／温熱中枢
J

l

I

I

t

t

l

l

l

l

寒冷中枢
（熱放散）　（熱産生）

＼

ヽ

ヽ

旦

終板
teminallamina

視床下部

細菌　　　　　　　　　　　　　ウイルス

J J

LPS　　　　　　　　　　　　インターフェロン

細菌讐rr－　」

マクロファージ、好中球、単球

←と伝・ド壬
ⅠLl TNF－α　r h噌－▲、

竹トウイエソ

1血流
視床下部前部

cycloox帽en鮎8－2；COX－2の誘導
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Ep3（帥eEprosbnoi血3）受容体発現ニューロン
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血管作動性中枢

（中枢性温度受容器　ニューロン）
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血管収縮

J

体温の上昇（新しい体温の設定値になるまで継続）

人の体温は視床下部によってコントロールされている。

調節は主として
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末梢からの熱放散

肝臓、筋肉からの熱産生

囲みも

インドメタシン、ジクロフェナクナトリウム（ボルタレン）など

解熱姐

COXの活性を阻

害（COXの合成を阻害するのではない）して、PGの合成を抑制する。

pGE2が脳内の発熱のメディェ一夕ーとすることに異論もあるが、Ep3のノックアウトマウスを

用いた実験ではPGE2による発熱が消失した。
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